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内容 内発的動機づけ 興味がある 面白い
Table1-2 欠席理由の分類

































果，出席理由と欠席理由に有意な関連は見られた(χ2(6)＝16. 79, p＜. 01)。
調整済み残差の値から，低自己決定的理由により出席するほど，内容の無
意味さによる欠席が少なく(調整済み残差＝−2. 7, p＜. 01)，重要性の低さに























































































































































































































































































































































調査内容 1 )現在の活動領域 1．大学の授業への出席， 2．部・サー
クル活動， 3．趣味， 4．アルバイト， 5．友人や家族など他者と過ごす，
6．その他，の 6種類から多肢選択式で回答を求めた。その他と回答する











どであった。また平均活動領域数は，男性3. 99，女性3. 89と，約 4領域で
















領域により選択率が異なることが示された(それぞれχ2(4)＝76. 58, p＜. 001,
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そして遂行回避目標の 4つに分類される(Elliot & McGregor, 2001)。どの目
標を強く持つかということが達成場面における認知的枠組みに影響する
















Cron, & Slocum, 2001)。また自己効力感が高いほど，うまく行えると感じて
いるために多少の困難にも耐え，その活動における持続性を示すことなど






























など 5項目)の計15項目を使用した。 1 )当てはま
らない，から 5 )当てはまる，までの 5件法で評定を求めた。それぞれの










など 6項目)の計15項目を使用した。 1 )当てはまら
ない，から 5 )当てはまる，までの 5件法で評定を求めた。それぞれのα
係数は順に，. 66，. 79，. 84，. 87であった。
自己効力感 Akama(2006)の尺度を使用した。	授業でよい成績をとるこ
とができると思う











討するために，重要度( 1位， 2位， 3位)×自律性(内発的動機づけ，高自己
決定的外発的動機づけ，低自己決定的外発的動機づけ)の二要因分散分析を行っ
た。その結果，重要度の主効果(F (2, 364)＝9. 73, p＜. 001)，自律性の主効
142
果(F (2, 364)＝85. 79, p＜. 001)，さらに重要度と自律性の交互作用(F (4, 364)
＝2. 48, p＜. 05)が有意であった。
交互作用が有意であったため，下位検定を行った。重要度における自律
性の単純主効果の検定の結果， 1位から 3位のすべての重要度において自
律性の効果が有意であった( 1 位から順に，F (2, 364)＝20. 81, p＜. 001; F (2,








(2, 182)＝5. 58, p＜. 01)，高自己決定的外発的動機づけ(F (2, 182)＝10. 97, p＜
. 001)，低自己決定的外発的動機づけ(F (2, 182)＝4. 84, p＜. 01)のすべてにお
いて重要度の効果が有意であった。そのため，Bonferroni 法により多重
比較を行った。その結果，内発的動機づけと高自己決定的外発的動機づけ
















































































( 1位， 2位， 3位)×達成目標(熟達接近目標，熟達回避目標，遂行接近目標，遂
行回避目標)の二要因分散分析を行った。その結果，重要度の主効果(F (2,
182)＝5. 80, p＜. 01)と達成目標の主効果(F (3, 546)＝52.81, p＜. 001)が有意で













果が有意であり(F (2, 182)＝4. 82, p＜. 01)，Bonferroni 法による多重比較の
結果，重要度の 1位と 2位には差がなく， 3位が有意に低かった。
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